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公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

○
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
（
抄
）

（
費
用
の
支
弁
）

第
四
十
七
条

都
道
府
県
又
は
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
を
支
弁
す
る
。

一

当
該
都
道
府
県
知
事
又
は
当
該
市
の
長
が
行
な
う
補
償
給
付
の
支
給
（
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
求
償
に
対
す
る
支
払
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
要
す
る
費
用

二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
知
事
又
は
当
該
市
の
長
が
行
な
う
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用

（
納
付
金
）

第
四
十
八
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
が
支
弁
す
る
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機

構
が
当
該
都
道
府
県
又
は
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
に
対
し
て
納
付
す
る
納
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

２

都
道
府
県
知
事
又
は
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
な
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
そ
の
四
分
の
三

に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
が
当
該
都
道
府
県
又
は
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
に
対
し
て
納
付
す
る
納
付
金
を
も
つ
て

充
て
る
。

（
納
付
金
の
財
源
）

第
四
十
九
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
の
う
ち
、
第
四
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
被
認
定
者
及
び
認
定
死
亡
者
に
関
す
る
補
償
給
付
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
の
も
の
の
全
部
並
び
に
第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
な
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
の
三
分
の
二
に
つ
い

て
は
、
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
徴
収
す
る
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
金
員
を
も
つ
て
充
て
、
第

一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
な
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
の
三
分
の
一
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
く
政
府
の
補
助
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
の
う
ち
、
第
四
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
被
認
定
者
及
び
認
定
死
亡
者
に
関
す
る
補
償
給
付
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
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の
全
部
並
び
に
第
二
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
な
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
の
三
分
の
二
に
つ
い
て
は
、
第

六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
徴
収
す
る
特
定
賦
課
金
を
も
つ
て
充
て
、
第
二
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
な
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
の
三
分
の
一
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
政
府
の
補
助
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
に
充
て
る
べ
き
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
及
び
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
金
員
の
配
分
比
率
は
、

第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
そ
の
他
の
者
の
第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
影
響
を
与
え
る
大
気
の
汚
染
の
原
因
で
あ
る
物
質
の
排
出

の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

（
交
付
金
）

第
五
十
条

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
又
は
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
に
対
し
、
第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
又
は
当

該
市
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
。

（
補
助
金
）

第
五
十
一
条

政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。

（
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

第
五
十
二
条

機
構
は
、
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
の
う
ち
、
第
四
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
被
認
定
者
及
び
認
定
死
亡
者
に
関
す
る
補
償
給
付
の
支
給
に
要
す
る

費
用
並
び
に
第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
、
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

支
払
に
要
す
る
費
用
並
び
に
協
会
が
行
う
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
補
償
給
付
支
給
費
用
等
」
と
い
う
。
）
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭

和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設
が
設
置
さ
れ
る
工
場
又
は
事
業
場
を
設
置
し
、
又
は
設
置
し
て
い
た
事
業
者
で
、
次
に
掲

げ
る
も
の
（
以
下
「
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
毎
年
度
、
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
を
徴
収
す
る
。

一

第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
影
響
を
与
え
る
大
気
の
汚
染
の
原
因
で
あ
る
政
令
で
定
め
る
物
質
を
排
出
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設
が
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
最
大
排
出

ガ
ス
量
が
政
令
で
定
め
る
地
域
の
区
分
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る
量
以
上
で
あ
る
工
場
又
は
事
業
場
を
、
各
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い

う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
初
日
に
お
い
て
設
置
し
て
い
る
事
業
者

二

第
一
種
地
域
の
指
定
が
す
べ
て
解
除
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
解
除
が
あ
つ
た
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
「
基
準
年

度
」
と
い
う
。
）
の
初
日
に
お
い
て
前
号
の
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
物
質
（
以
下
「
対
象
物
質
」
と
い
う
。
）
を
排
出
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設
が
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
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最
大
排
出
ガ
ス
量
が
基
準
年
度
の
初
日
に
お
い
て
同
号
の
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
地
域
の
区
分
に
応
じ
て
同
号
の
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
量
以
上
で
あ
つ
た
工
場
又

は
事
業
場
を
基
準
年
度
の
初
日
に
お
い
て
設
置
し
て
い
た
事
業
者
。
た
だ
し
、
基
準
日
以
後
も
基
準
日
前
に
さ
れ
た
第
四
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
被
認
定
者
及
び
認
定

死
亡
者
（
以
下
「
既
被
認
定
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
補
償
給
付
支
給
費
用
等
が
生
ず
る
場
合
に
限
る
。

２

第
一
種
地
域
の
指
定
が
す
べ
て
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
が
そ
の
属
す
る
年
度
の
初
日
の
翌
日
以
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
ば
い
煙

発
生
施
設
等
設
置
者
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
毎
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
か
ら
毎
年
度
」
と
す
る
。

３

ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
は
、
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
。

附

則

（
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
交
付
金
）

第
九
条

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
各
年
度
ご
と
に
、
第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
関
す
る
第
四
十

七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
及
び
第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
機
構
の
納
付
金
の
う

ち
大
気
の
汚
染
の
原
因
で
あ
る
物
質
を
排
出
す
る
自
動
車
に
係
る
分
と
し
て
当
該
年
度
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
金
額
に
相
当
す
る
当
該
年
度
の
自
動
車
重
量

税
の
収
入
見
込
額
の
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
。

２

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
の
ほ
か
、
別
に
法
律

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
金
員
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
自
動
車
重
量
税
の
年
度
ご
と
の
収
入
見
込
額
の
一
部
に
相
当
す
る
金
額
の
政
府
の
交
付
金
」
と
、
同
条

第
三
項
中
「
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
金
員
」
と
あ
る
の
は
「
政
府
の
交
付
金
」
と
す
る
。


